
Ⅱ鯛査園の概要

調査に供した園は農学部付属研究農場の果樹園に栽植している28年生（昭和40年現在）の伊

予柑樹であり，樹勢は中庸で収量は第２表に示すとおりである。土壌は和泉砂岩を母材とした

第２表調査園における収量（10α）
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近年かんきつ類の増植が盛んに行なわれ,とくに西南暖地においては驚異的に増加している。

このことはやがて価格の低下としてあらわれることは明らかであり，このため各地において樹

園地の拡大や生産費の低減が行なわれようとしている。しかし園地の拡大あるいは生産費の低

減を行なうに当り最も問題になってくるのが労働力の点であろう。このため機械化や栽培技術

の合理化などが行なわれているが，それと同時に収穫時期のことなった種類の栽植が考えられ

る。これに該当するものとして愛媛県には晩生柑としての伊予柑があり,市場でも高価に取引き

されているが,ただ結実不良が難点とされている｡過去10か年の推移は第１表のとおりである。

第１表愛媛県における伊予柑栽培の推移
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(愛媛県農林水産部園芸蚕糸課昭和42年）

われわれは伊予柑の生理生態の基礎調査を行ない不結実に関する問題点をいくらかでも明ら

かにするため各種の調査を行なった。この調査を行なうにあたり，研究農場の倉田秀次・井口

幸一郎・相原嘉男*＊・坪坂祝夫の諸氏の援助をうけた。

また調査について，ご指導を賜わった農学部松本和夫教授，門屋一臣助教授並に調査に当た

り多大の援助を与えられた付属農場長，船引真吾教授に深謝の意を表する。

伊予柑の結実および品質向上に関する調査
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埴壊土で耕土甚だ浅く，地下部の発育は比較的不良である。傾斜は15｡～25.で４ｍおきの階段

式，方位は西向で冬期の北西風がかなりあたり,､防風として４段階ごとに杉による防風垣を設

けている。施肥量及び施肥回数は第３表に示しているが1965年以降年間施肥量の減量と夏肥の

回数を２回とした。施肥方法は散肥で行なったあと除草鍬でかくはんした。冬期の深耕として

は毎年１樹あたり２か所づつ深さ，直径おのおの40“の穴を掘り，これに有機物を投入した。

土壊表面の管理は雑草草生とし，６月の草刈後１樹あたり10kg程度の麦わらを用いてしきわ

*農学部，研究農場稗農学部，演習林
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らした。病害虫の防除，せん定その他の肥培管理は慣行法に従って行なった。

第３表調査園の施肥量（10α当たりkg）
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Ⅲ－１結実向上に関する基礎調査

（１）調査 目 的

伊予柑樹は結実不良が長年続き，この原因の追究が各地でおこなわれている。われわれも結

実に関する習性や落果原因の一面を知らんとして，花や幼果，枝などについて基礎的な調査を

行なった。

（２）材料および方法

結果母枝および結果枝の調査は1965年に行なった。これには樹勢中庸な樹12本を選び，１樹

あたり20本の結果枝について，その伸長量と果実肥大の測定を６月５０日に行なった。花菅の調

査は1966年に数本を使用し，１樹５か所の側枝を選んで行なった。開花後期の菅の調査は５月

30日にピンセットで開放し，メシペの短小なものおよび奇型を不完全花とした。受粉は開花の

前日にオシペを除去してハトロン紙をかけ，翌日午前中に受粉して袋をかぶせた。第１次生理

落果は６月50日に終了したものとし，それ以後の落果を第２次生理落果とした。1965年におけ

るホルモン剤の散布は１区４本とし，アトニックスーパーＳ1,000倍，ジペレリン5,000倍，ミ

クロゲン500倍，２．４－Ｄアミン塩100,000倍の各液に，展着剤バンノー5,000倍を混用して，５

月15日と25日の２回散布した。着果率は１樹あたりろか所の側枝を選び，１側枝あたり５本の

結果母枝の総着花数に対する着果数で表わした。1966年の調査はＯＥＤグリーン50倍区を加

え，前年と同じ方法で，４月28日，５月17日，６月７日の３回散布した。

1967年は４月20日と５月16日の２回散布し，その他は1965年と同じ方法で行なった。1967年

に行なった着果枝葉と不着果枝葉の分析は，樹勢のそろった５樹を供試し，各樹より発育中庸

な着果枝および不着果枝それぞれ10本を選び，その枝の葉をおのおの４枚づつ計120枚採葉
し，それを乾燥粉砕して供試した。窒素はケルダール法，糖はソモジ・ネルソン法，燐酸は光
電分光光度計による比色，加里〆苦土，石灰は原子吸光分光分析法を利用した。

（３）結果および考察

乱結果枝，結果母枝と結実との関係について

結果枝および結果母枝の長さと結実との関係は第４表のとおりである。かんきつ類の結果母
枝としてはよく充実した１年生の春枝で節間がつまった着葉数４～６枚の枝がのぞましく，ま

た温州蜜柑の場合は若木W1由台では10cm‘内外ｶﾗﾀﾁ台の成木では20~25c1m程度がよいとさ
れている｡伊予柑では河内によれば15cm‘以下,松山中央改良普及所の調詮も5~10"がよい

１）

といわれており，われわれの調査でも短小な結果母枝は直花が多くて落果率力:高く，反対に

１５CMn以上の長大な結果母枝も第２次生理落果の強い傾向が見られた。その点から考えれば結果
母枝は７cwI～10即位のよく充実した春枝が一般的には重要である。
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第５表結果母枝と結果枝の関係
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第４表結果母枝および結果枝の長さと

結実との関係

62.50

50.94

68.05

58.25

65.20

66.50

68.50

71.50

35.30

63.25

64.55

36.85

３
０
５
６
１
９
８
３
０
６
６
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

－１０－

｢］

４～６

１８０

６１

弱.8９

(結果母枝と結果枝ｒ＝＋0.6

結果枝と結実数ｒ＝＋0.57）

葉 数

着花総数

結果数

結果歩合（％）

（結果母枝の長さと結果枝の平均長

ｒ＝＋0.69）

また結果母枝と結果枝の関係は第５表のごとく高く，長大な結果母枝より長大な結果枝を発

生する傾向が強い。しかし結果母枝と結果枝の長さとの関係は，発生する結果枝の本数にも左

右され，ピニールハウス内でよく結実する結果母枝は長大であるが結果枝は短かく本数が甚だ

多い°したがって結果母枝と結果枝の長さの関係は，樹体栄養に強く影響されるものと思われ

る。

第６表結果枝の長さと結実との関係

結果枝の長さと結実との

関係は第６表に示すとおり

結果枝の長いほど結実率が

高く，葉数と結実率につい

ても同じ傾向が見られる。

また結果枝の伸長量は多

いほど結実率が高いが（第

６表)，この伸長量が結実に

関係するのは第１次生理落

果までの伸長量で，それ以

後の伸長量は第８表のよう

にあまり関係せず，６０筋近

くの結果枝は生理落果後伸］雄
第７表結果枝の葉数と結実との関係
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長せず，１０c１m以上伸長したのはわずか１本にすぎなかった｡つまり第１次生理落果までの期間

によく伸長した枝，いいかえれば有葉花のように新しようについた花の結実率の高いことを示

しており，伊予柑においても有葉果で枝の伸長の早く止まったものが結実率が高いようであ

る◎

第８表第１次生理落果後の結果枝の伸長量

伸長量(噸） －０ 1～４ ５～９ 10～1４ 15～2４ 25～4９ 50～” 100以上

２２ １ １木 識’ ’６９ 1５
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2１ Ｉ‘’
ｉｉ結果枝，結果母枝の栄養条件について

伊予柑は一般に結実不良樹でも，一度結実を始めると連年よく結実することが多く，反対に

樹勢中庸で理想的な結果母枝の多い樹であっても，結実しない場合が多い｡結果枝について追

跡してみると，温州蜜柑においては，第１図の２と４のタイプが多く，伊予柑の場合には１，

２，３，４の４つのタイプがある。これらのタイプについて葉分析を行なった結果は第２図の

とおりである。
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(a）窒素含量は，６月９日採葉し分析を行なった場合では，１，４型＞２，３型の傾向を示し
たが，８月８日採葉区では大差なくなっている。このことはまた連年結実樹と不結実樹を

比較した場合，不着果枝を多く持った樹の方が高いことと一致する。また連年不結実樹の

不着果枝と着果枝とでは不着果枝の方の窒素含量が高い。

上記の結果からみると窒素含量は不結実樹の不着果枝が最も高く，反対に連年結実樹の

－１１－



ＮＫ･Ｃａ

着果枝が最も低い。また連年結実樹でも，一度全面摘果を行なうと窒素の含量にかなり影

響があらわれていた｡したがって，着果・結実により葉中の窒素が消費されたであらうこ
とが推定される回
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(b）採葉中の燐酸含量は１，２型＞３，４型の傾向を示した。しかし１，４型と２，３型の差

はあまり見られなかった。他の試験区では，６月９日採葉の連年結実樹の着果枝葉が甚だ

低く，連年不結実樹の着果枝葉が最も高い。

(c）加里は６月９日採葉分析した区においては，連年結実樹と連年不結実樹のいづれも，不
４）

着果枝よりも着果枝の方が高し､価を示した。しかし８月８日採葉分析した区は，佐藤の成

績と同様に不着果枝の方が高い傾向を示した。

(d）苦土は６月９日採葉については１，４型＞２，３型の傾向を示し，１型と４型の差はあま
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第９表樹勢と完全花との関係 iii花の完全花率について

伊予柑は不完全花が甚だ多

く，とくに樹勢によるその

差が大きい。第９表はその

調査結果を示したものであ

る。すなわち樹勢が極端に

弱った樹は50％近くが不完

全花であるのに比べて，連

年よく結実する樹勢のよい

樹は30％程度である。また

樹勢のよい樹は比較的有葉

花の発生もよく，有葉花は

直花に比べて完全花率も高

い（第10表），樹勢と有葉

花の関係についても，第１１

表のごとく勢の弱い樹は，

直花の率が甚だ高い傾向が
５）

ある。村松らｶﾐ温州蜜柑の

花の早晩について，結実率

を調べた結果によると，お

そ咲きほど高い傾向を示し

ている°とのことは有葉花

が開花のおそいことからう

色

7.95＞2.58(0.01）

－１３－

りないが，２型と３型では２型がかなり高かった。また８月８日採葉の１型と４型では，

６月９日採葉より差が大きくなった。連年結実樹と連年不結実樹の比較においては，６月

９日採葉分は前者が高く，８月８日採葉分では後者が高くなっている。

(e）石灰については，６月９日採葉した区において，４型が最も高く，その他はあまり差が

なかった。８月８日採葉においては１型と４型は同じであった。一方連年結実樹と不結実

樹においては，６月９日採葉で，連年不結実樹の着果枝葉が最も低かった。しかし８月８

日採葉においては，連年不結実樹の不着果枝葉が低かった。

(f）全糖については，６月９日採葉分析で４型＞１型となり，連年結実樹の不着果枝葉より

も，不結実樹の不着果枝葉が高い。そして連年結実樹の着果枝葉が最も低い。すなわち前

年果実がよく結実した樹の不着果枝葉の全糖含量は少ない。不着果枝の前年の状態をみる

．と，着果枝から出た枝葉では，全糖含量はかなり高いことがみられ，果実に流れた養分は

採収によって直ちに止らず，多少その枝の充実に役立つことは，８月頃の摘果が枝の充実

に役立つことと類似しているように思われる。しかしこれも結実果の肥大した８月８日頃

になると１型が高い。また連年結実しない不良樹はシ不着果枝葉よりも，結果枝葉の方が

相当高い傾向を示した。

以上のことから推察すると，不結実樹では糖が着果している枝にその大部分が送られ，

翌年の結果母枝である不着果枝の充実に用いられることが少なく，そのため不完全花の発

生を多くし，着果率を悪くし星て，不着果枝が多く，連年収穫量が少ないものと思われる。

5.28＞2.58（0.01）

第10表花のつき方と完全花との関係

樹番号
前 当年収量
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比率（影）

20.4

6.8

23.8

8.5

９２

５８

150

54.1

8２

４５

127

45.9

樹番号 4８ 4９ 5０ 計
百分率
(鬼）

直花
完全花

不完全花

６

2８

９

１

1７

1１

3２

4０

44.5

55.5

有葉花
完全花

不完全花

5６

1８

9２

４

5７

・４

205

2６

88.7

11.5



樹勢弱

なずける。しかし伊予柑樹

においては樹勢のよい場合

は同様の傾向がみられる

が，樹勢の弱い場合のおそ

咲きは第12表のようにレモ
６）

>/同様不完全花が多く，６３

％まで不完全花であり，そ

れらの花は大部分開花せず

菅のまま落花するものが多

く見られる。

そのため結実率を向上さ

せるには，常に樹勢の維持

に注意し，早期分化する有
７）

葉花で完全な花を多くつけ

ることが重要である。この

ことはつぎの第13表に示す

第11表樹勢と有葉花との関係

8.75＞2.58（0.01）

第13表結実、不結実と翌年の完全花との関係

1７．０

６．８

５．１

樹番号|前瀞|当罷呼|直花|有葉花

1果径(皿）’６/３０１７/８１７/１６１７/２２１７/281

有葉大果

不結実樹Ａ

備 考

Ａ･…･･着花過多で連年不結実

Ｂ…･･･連年結果を前年全面摘果‘

した樹

直花大果

不完全花数

３６６

完全花数
一

１２１

－１４－

４７

４８

５４

計

率（彫

50.5

55.0

34.0

１１７

６７

３５

219

54.1

45.9

25.5

57.4

５８

８９

５８

185

45.9

樹勢強

）

６１

６６

７１

計

比率（％）

1７．０

８．５

５．１

３０

１２

２４

“

6.4

比率（彫）

２７８

５５４

３４９

981

95.6

樹勢弱

10.42＞2.58（0.01）

第12表開花後期の菅と完全花とＱ関係

廼
一
頑

比率（％）

第14表第１次生理落果後の果実の大きさと第２次生理落果との関係

開花５/15～5/2５

樹番号｜完全花｜不完全花Ｉ 樹番号｜完全花｜下完全花

t＝18.1（0.01）有意差あり

12.1752,連年結実樹

54.34

６６

１２

６２

計

比率（％）

275不結実樹Ｂ

１１０

５１

４７

計

比率（％）

６６

６２

７１

199

95.0

４
０
１
５
０

１
１
．７

６２

２７

５３

142

63.1

１２

４９

２２

８３

３６．９

樹勢強

､

75.16

罫
14.16 120 6７

55.83

5１

42.50
4７

39.17
4５

57.50

鴬迩誉
14.35 120 8１

67.50
74

61.67

7１

59.17

6７

55.85



第16表受粉の早晩と結実

ノ

４０

－１５－

HTnll」

悪曇脅
26

21.63
8.831１２０ 33

27.50

29

24.17
４０

３５.弱
直花小果

誉’
着 果
着果歩

30

25.00
8.631１２０ 45

57.50

５６
３０．００

55
45.85

有葉小果

5.50＞2.58（0.01）

2.55＞1.96（0.05）

大 果と小果

有葉果と直花果

｡

ｖ受粉の効果について

第15表および第16表は，伊予柑に対する夏柑，八朔などの受粉が，結実および肥大にどの

ように影響したかを示したものである。これらの表より考えられることは，まず結果率に

艶
帥

柚
果
率

5０

夏柑

八朔

伊予柑

(結実率0.82（0.05）なし）

3０

釦

１０

5678910１１1213Ｍ1516171819ｍ
果実の大Ｏｇ

第３図果実の大きさと結実

ように連年結実している樹では完全花率が高く，一度全面摘花をして結実向上を行なわん

とした樹が，中位であることからもうなずけることである。

ｉｖ幼果の落果率について

第14表および第３図は幼果時の大きさおよび花のつき方が結実に及ぼす影響について示し

たものである。との表より考えられることは，結実初期に早く発育させることが第１の条

件であると思われる。すなわち有葉花の大果であれば，着花の50影以上着果採収できるの

に比べて，直花で小果の場合は20％程度の着果歩止りしかない。そしてそのような果実

は，結局採収時に葉果比が高いのにかかわらず小果が多い。

要するに前年度からの樹勢の維持により，春先きからの養分吸収と相まって，できる限

り果実の初期発育に務めることが大切である。

第15表受粉と結実

畜粉鳥|葺粉采|結果数|草瀞|銭辞

加
如
犯

釦
釦
釦
釦

１
９
１
８
１

受溺園憧鰯呆|…|瀞|粥
３
０
６
６

●
●
●
●

５
釦
弘
泌

214.7

208.6

201.7

.1０

１０

７

25.0

25.0

22.5

231.0

216.0

204.0

205.6



ついてはあまり差は見られなかったが，果実の大きさには影響力；あり，夏柑，八朔，伊予

柑の順に小さくなっていた。また受粉日の早晩と結実率との関係は，極端な早咲きやおそ

咲きが悪く，満開頃の受粉が最もよい結果率を示していた。１果平均重については〆温州

では満開日に受精した果実の重量が最も重くなっている。しかし伊予柑の場合は早いほど

大きく，遅れるほど小さくなっており，早く受精して早く大きくなることが，伊予柑の大

果を得るために必要かつ重要なことと思われる。

ｖｉホルモン剤散布の効果について
8.9〕

かんきつ類の落果防止に対する，ホルモン斉I散布の報告は多い。しかし伊予柑は種子ホル

モンの関係もありこれに関する業績は少ない。われわれは1965～1967年の３か年間ホルモ

ン剤の散布を試みた。その結果は第17表のとおりである。なお1966年よりOEDグリーン

の散布を加えたのは，伊予柑は葉面蒸散が多く，とくに梅雨あけの急激な高温乾燥時期に
１０）

落果が甚だしくみられるので，その蒸散を抑えて落果防止随二役立たせようと試みた。ここ

に示すように1965年は，いづれも無処理よりわずかに高かく，とくにアトニックはやや高

い価を示していた。1966年はアトニックが高く，ついでOEDグリーンであった。しかし

1967年においてはアトニックがやや高いだけで，ＯＥＤグリーンは反対に対照区よりも悪

かった。

第17表ホルモン剤の散布と結実歩合（％）

年

区

トニック

ベレリン

クロゲン

４ －Ｄ

ＥＤ

照

1965

３．５０

２．２４

２．７７

１．２３

０．８９

１９６６１１９６７１平均

6.12

5.21

2.73

4.21

３．６７

３．７４

巳

４．６１

２．２４

２．７７

１．２３

４．４４

２．４５

これらの結果，アトニックはいづ

れの年でも対照区よりよい結実率を

示しているが，対照区での花数に対

する着果率が，0.89％,2.73％,3.74

％と１年ごとによくなっておるため

有意な差は認められなかった。しか

し一般にぱ，結実率の悪いときの方

が，効果が顕著に表われるようであ

る◎

（４）摘要

伊予柑の結実向上をはかるため，1965～1％7年の５か年間結果母枝や結果枝，幼果などの結

実条件の基礎的な調査を行なった。

結果母枝は７～10cjmのよく充実した春枝がよく，結果枝は長いほど結実率が高かった。結果

枝葉数も同じ結果であった。

結果枝および結果母枝の栄養条件は，窒素においては不着果枝よりでた結果枝や結果母枝の

方が，着果枝よりでた結果枝や結果母枝より高かった。しかし全糖の場合は，不着果枝よりで

た枝葉より着果枝からでた枝葉の方が高かった。

花の完全花率は，有葉花で早く咲き，樹勢のよいものほど高い傾向を示した。

幼果の落果率は，初期発育の悪い直花果ほど高い傾向を示した。

受粉の効果は，結実率には影響がなかったが，果実の肥大には花粉の種類による差がみられ

た。また受粉時期は満開頃が結実率は高かった。

ホルモン剤の散布効果は有意な差は認められなかった。

－１６－



Ⅲ－２伊予柑の葉に関する調査

（１）調査目 的

伊予柑は温州蜜柑は比べて葉がやや小さく，反対に果実は倍近く大きく，そのうえ着果期間

が長いため，連年結果するには，葉果比を70～80枚に１果とすることが必要だといわれてい

る。しかし生産量を多くするためには葉数の増加とともに，その葉の生産能力を高めることが

重要である。かような考えから，伊予柑葉と温州蜜柑葉の見かけの同化量を測定した。また伊

予柑葉は温州蜜柑葉よりも，風や温度などあらゆる環境条件に敏感である。そのため蒸散およ

び落葉に対する各種の農薬散布の影響や気孔数の調査を行なった。

（２）材料および方法

葉の調査に使用した伊予柑樹は前述の園の樹であり，また比較に供した温州蜜柑の樹は伊予

柑の近くの池田系温州蜜柑の45年生である。OEDグリーンの散布による蒸散の調査は，５０czI

の素焼鉢に栽植した３年生の南柑４号を用いた。OEDの散布濃度は，３０倍で９月16日に約半

数の葉に散布し，他の葉には袋をかけて散布液のかからぬように注意した。乾物重の測定には

成木の打抜枚数50枚すなわち50”2について行ないOED散布の調査については３鉢より20枚づ

つ計60枚すなわち60“2について９月19日におこなった。

農薬散布と蒸散の調査は７月５日に2.4-,10万倍，oED30倍，マシン油乳剤200倍を散布

し，硝酸コバルト法で60枚について調査した。葉の順位は果実に近い方を第１葉とした。

気孔数の調査は，スンプ法を用い同倍率で検鏡した。

農薬の散布回数と落葉の調査は，１０日，２０日，３０日おきに展着剤バンノー5000倍を４樹に散

布した。

OEDおよびアトニックの散布と落葉の調査は，1966年の４月28日，５月17日，６月７日の３

回OED30倍とアトニック1000倍を散布して調査した。

（３）結果および考察

ｉ伊予柑葉の見かけの同化量について

伊予柑葉と温州蜜柑葉の見かけの同化量を測定した結果は第18表のとおりである。この結果

からみると，よく日のあたる外部の葉は，７月20日と７月24日の両日とも温州葉に比べて見か

けの同化量は高く，また快晴日は内部における両者の差はなかったが，曇後晴の天候では伊予

柑葉が高かった。

第18表伊予柑および温州密柑のみかけの同化量

］垂擾

いけの｜” いりのＩ麺

３１．Ａ､{Ⅲ

Ｎ措艶

珂罰Ｉ

一方土壌の乾湿や葉面蒸散

の防止と見かけの同化量との

関係は，第19表に示すように

温州蜜柑は乾燥状態でもかな

り高い傾向があったが，伊予

柑は非常に低く，ＯＥＤの散

布の影響もみられなかった。

潅水した伊予柑樹はＯＥＤ

散布区が標準区に比べて低かった。

以上のことから伊予柑の葉は，温州蜜柑の葉に比べて，OEDを散布したときの蒸散低下によ

る悪影響を受けやすいと思われる。

－１７－



＃予柑葉’２０１１８
測定日
天候

58.5

58.4

''瀞重|水議量''6噺瀞璽|水舗量|糟獅|"/流/ｈ

－１８－

，予繍|麺"Ｗ:
2.66

７．００

妃
碑

６
６

656

690

63.6

63.2

８

２１

65.3

64.8

綴予繍|蕊疑鰐
２．００

２．００

６
６

弱
轟

６
６

64.6

64.6

641

642

62.3

63.5

:鑓|:::：

温州密繍|電”鰐
12.67

５．００

714

725

61.5

60.6

752

740

３８

．１５

39.0

57.0

第21表伊予柑葉と温州密柑葉の
蒸散の比較．
（青色から標準色に変色するまで
の時間）

第20表伊予柑と温州密柑の気孔数の比較

ｔ＝0.68有意差なし

ｉｉ伊予柑の気孔および蒸散について

第20表は伊予柑葉と温州蜜柑葉の気孔数を比較したものである。これによると温州蜜柑に比

べて伊予柑は多く，果実についても６：９，１１：１５と伊予柑の方が多い。しかし気孔の蒸散作

用は，通常考えるほど単純でなく，同一環境条件下の場合でも複雑な点が多い。第21表は伊予

柑と温州蜜柑の葉について蒸散を調査したものである。これによると７月22日以外はいづれも

伊予柑葉の方が統計的に有意な差は認められないが，平均値の蒸散は大きい。

一方圃場における果実の有無や各種の農薬散布と蒸散との第22表果実の有無と蒸散

関係を見るたあに，マシン油乳剤，ＯＥＤグリーンなどを散、（青色から標準色に変色
するまでの時間）

関係を見るたあに，マシン油乳剤，ＯＥＤグリーンなどを散

布し，測定した結果は第２２．２３表のとうりである。その結

果，果実を着けた枝と着けない枝の葉の蒸散は第22表に示す

ように果実の着いている方が大きかった。また第23表の標準

区の第２回の測定でも，着果枝葉が大きかったが，標準区の

第１回の測定では無着果枝の方が大きかった。

マシン油乳剤の散布は気孔の開閉機能を減退して蒸散を促
11.12〕

進し，落葉を助長するといわれており，マ6ノン油乳剤を散布

温州密柑

伊予柑

（ｔ＝0.35Ｐ＝0.8-0.7）

＆▲・ユウノ

（7/6ＡＭ11～12）進し，落葉を助長するといわれており，マシン油乳剤を散布

した２日後の測定では，着果枝，無着果枝の第１葉第２葉と

も蒸散を抑制している（写真１）。散布後５日を経過すると，どの葉においても蒸散が促進さ

れ，とくに無着果枝葉ではかなり顕著にあらわれている。

一方蒸散を抑制するため，ＯＥＤグリーンに2.4-,10ｐｐｍを加えて散布した区は，散布２日

後の測定では，マシン油乳剤と同様に蒸散を抑え，とくに第２葉においては，果実の有無の別

無着果枝葉Ｉ８８．０

第19表乾燥およびＯＥＤ散布とみかけの同化量

大果着果枝葉’８３．０

7/１７

小雨
7/２２
曇

｢》Ｉ‐〃-J色【】

7/１２

曇
7/２８

晴
T理髪Ｉ'Ｅ 淵１ソ４

着果後落果枝葉Ｉ８５．８



なく相当おさえられている。しかし５日後の測定においては，着果枝ほ同程度かあるいは抑制

しているのに対して，無着果枝の第２葉は同程度であるが，第１葉はマシン油同様促進されて

,タる。

測定Ｅ

第23表農薬散布と蒸散
（青色から標準色に変色するまでの時間〕

7/５ 7/８

第１葉｜第２葉｜平均｜第１葉｜第２葉｜平均

着果枝葉｜マシン油’４６．３抄ｌ４ａ，’４４．９１４，．０１５９愚’４０．２
ＯＥＤ＋２－４－，１４５．８１５１．８１４８．８１５０．５１４６．５１４８．４

対 照！４０．２１３９．６ １５９．９１４５．５１４６．８４６．２

マシソ油’５４．０１３９．０１５６，５１５０．５１５１．５１３１.ﾛ

無若果技莱｜ＯＥＤ＋２．４－，Ｉ３６．７！４７．８１４２．５’３７．０１４９．０１４５．０

対 照！５３．０１３８．５５５．８１４５．５１５０．５１４８.［

写真１マシン池散布24時間後の蕊の気孔 対照の葉の気孔

このようにマシン油乳剤の散布は，一時的雁蒸散をおさえるが，５日頃からは逆に蒸散が促

進されている。したがって冬期乾燥して寒風の吹きつけるときに散布するマシン油乳剤は，害

虫防除の点を除けば問題があり，散布する気象条件の選択が重要である。またOEDグリーン

に関しては，抑制の効果はあるが，その持続期間はあまり長くないものと思われる。

ｉｉｉ伊予柑葉に対する農薬散布の影響について

かんきつ類で妹前述のマシン油乳剤以外に年何回か農薬を散布する。とれらの農薬散布は一

般に何らの影響もないように受けとられているが，実際には葉に対して何らかの影響を及ぼす

可能性も考えられる。このたあ夏期の高温乾燥時狸を選んで薬剤散布を行なった。その結果は

第24表に示すように，結実率および落葉率には何ら影響のないことが判った。つぎに生理落果

時の一時的水分不足の防止にOEDグリーンを散布した場合の落葉数を調査したのが第25表で

ある。この成績からみるとOEDは落葉を多くし，とくに旧葉に対するよりも新葉への影響が

大きいものと思われる。また同時に徴布.したアトニックは，新旧葉とも対照区より少なく，結

実率の向上と．ともに，落葉防止にも効果があるものと思われる。

－ １ ９ －
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第24表農薬散布回数と結実および落葉との関係
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（４） 摘 要

伊予柑葉の特性を知るために，1965～1967年の５か年間について，伊予柑葉に対する各種薬

剤処理の影響を調査した。

伊予柑と温州蜜柑の葉の見かけの同化量を測定した結果，一般には伊予柑の見かけの同化量

は多いが，不良環境条件下では，温州が多かった。

蒸散を比較した結果は，伊予柑葉の方が多かったが，統計的に有意な差は細められなかっ

た。

伊予柑葉に対してマシン油乳剤およびOEDを散布した結果は，マシン油乳剤の蒸散抑制は
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10.427

17,470

18,058

15,850

16,054

19,622

Ⅲ－３伊予柑の摘果摘葉に関する調査

（１）調査目的

伊予柑樹は結実不良が長く続いたので，一部結実良好園においても，摘果がじゆうぶんに行

なわれていない場合が多い。そのため小果で商品価値が低く，一方樹体にも悪影響を及ぼして

いるものと思われる。そこでわれわれは収量および品質や樹体に及ぼす適正な結果量，無機要
素と全糖および収量や果汁の糖，酸含量などについて調査した。

（２）材料および方法

前述の伊予柑園で，第26表の設計にもとづいて栽培した樹を使用し，1966年と1967年の２年

間反覆調査した。摘果は両年とも８月８日に行なった。着果率は１樹３本の側枝を選び１側枝

あたり５本の結果母枝の総花数に対する着果数であらわした。

第26表摘果と収量および葉数
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に，1967年は12月17日にそれぞれ採収し，その総重量を個数で除した。

果実の分析は，1967年の２月６日に１樹40果，３月14日に30果の果実について，可溶性固形

物は糖度計で，クエン酸は0.1Ｎ､ＮａＯＨ溶液で滴定し，比重はポーメの比重計で測定した。果

,皮率は果重に対する果皮重の比であわらした。
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散抑制の持続効果はあまり長くなかった。

展着剤の散布回数は，落葉落果にあまり大した差異を認めなかった。またOEDグリーンの
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乾燥粉砕し供試した。分析方法は前述の方法と同様に行なった。

摘葉試験は，1966年の８月16日にろ樹を使用し，１樹あたり20本の結果枝の果実に近い葉を

２枚および５枚摘葉し，果実の肥大を測定した。1967年は，３樹を使用し，１樹あたりそれぞ

れ15本づつ，計45本の結果枝を供試して，果実の肥大を測定した。

（３）結果および考察

ｉ摘果が収量および肥大に及ぼす影響について

１樹あたりの全収量については，1966年の摘果開始の年は，前年の収量に比べて83.5枚区が

よく，ついで75.6枚，93.5枚の順になった。100枚以上に１果とした区は，摘果によるマイナ

スの結果があらわれている。しかし摘果を行なったことによる翌年えの影響をみると，115.4

枚とした区がもっともよく，ついで75.6枚区，85.5枚区となり,51.6枚区以外は大差がなかっ

た。この成績からみると，じゆうらいからいわれている，83.5～93.5枚がもっとも良好であ

り，結局増葉は増収につながることから70枚では不足し，８０～90枚に１果がよいように思われ

る。

葉数が増し着果数が多くなれば，収量は当然増加するが，その１つ１つの果実の大きさが，

販売には重要となってくる。それで第26表と同様に摘果した果実の肥大を横径でみたのが第２７

表である。1966年は肥大量において，66.8枚区が大きくなっているが，他の調査樹は葉果比の

高いほど果径も大きく，，1果平均重も重く２反対に葉果比の低くなるにしたがって肥大も小さ

くなってるい。また大干害のあった1967年の肥大についても，69.4枚区１樹だけが極端に小さ

く，他は一般的に葉果比の高い区が肥大がよくなっている。1966年の66.8枚区と，･1967年の

62.7枚区および69.4枚区は，必ずしも摘果の影響がでているとは考えられない。このことは安

定した摘果の効果を出すためには，やはり90枚以上，少なくとも80枚以上が必要である。ただ

前年66.8枚で今年62.7枚区が両年とも肥大がよいことに関しては，理解しにくい点である。し

かし両年とも摘果数が多く，第28表のように比較的結果率も高く，新葉に比べて旧葉数も多い

ことなどから考えて，樹体栄養その他が摘果以上の影響をあらわしているものと思われる。

第27表摘果と果実肥大
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第28表摘果と着果率
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ｉｉ摘果が貯蔵果の糖および酸含量に及ぼす影響について

第29表は貯蔵中の可溶性固形物やクエン酸含量について調査した結果である。この表より考

えられることは，可溶性固形物については，やはり葉果比の高いほど多く，それも貯蔵初期よ

りも後期ほど差が大きくなっており，貯蔵中の糖濃度を高めるには，摘果が必要なことを示し

ている。またクエン酸含量については反対に葉果比の高いほど酸含量の減少は少なく，葉果比

の低いほど多くなっている。これらの糖度と酸度の増減状態からみても，貯蔵中の品質向上に

は，収量を減じない範囲で，できるだけ葉数を多くして，よく充実した果実を貯蔵することが

もっとも重要であらう。また商品価値の点で重要なヘタの生枯を葉果比でみたが，あまり判然

とせず，果皮率との関係も同様の結果であった。

第 2 9 表 摘 果 と

樹番号

Ｉ可湾祥固形物｜クエン酵Ｉ眺重

－ ２ ５ －

伊予柑の大きい果実は，性々にして果皮が厚くなることがある。しかし果皮を除いた果重

は，あまり変らない場合が多い。第30表の10果平均の果比率についても，果実が大きいほど果

皮が厚い。いいかえれば果実を肥大さすためには，果皮を厚くすればよいことになる。また大

きい果実には，味の淡白なのが多く，反対に小さな果実は，酸含量も多いが，ときとして糖含

量の多い果実もある。これらの点に関しては炭水化物の配分，果実内容の充実と果皮の肥大と

の関係など不明の問題が多く，単に相関関係のみをもってしては判然と‘しなかった。

ｉｉｉ摘果と葉内無機要素の関係について

葉果比と葉内の無機要素との関係について調査した結果は第４図のとおりである。

窒素については，摘果後葉果比の高いほど減少の傾向がみられ，とくに10月と翌年の２月の

採葉では低かった。

燐酸については，あまり大差はみられなかった。
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加里は摘果１か月後に最高を示し，それ以後次第に減少し，採収直後の12月25日に鰻低を示

し，その後冬期には増加している。とくに２月24日の価は葉果比の低いほど加里含量が高かっ

た。

石灰においては，葉果比の低い７０：１区がつねに高い価を示していた。ただ''０：’区は着

果中は低かったが，採果後上昇した。

苦土は葉果比の低いほど葉内含量も低い傾向がみられた。

全糖は摘果時には，葉果比の高いほど低い状態であったが，次第に摘果による影響があらわ

れ，収穫直後や発芽前は葉果比の低いほど低かった。

以上の結果から，摘果の影響は全糖含量によくあらわれ，とくに採収後から発芽前までの花

芽の分化や発育に大いに関係していることがわかる。窒素も摘果によってある程度低くなるた

め，前述の調査結果と同様，着果率を高あるものと考えられる。

第30表果実の 大 き さ と 品 質

果重
(９）

果皮率震野
（形）

固形物 比重
果重
(’）

果皮率

(形）
雛￥ 固形物 比童
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９
８
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烈
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、
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９
９
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１
１

192

蛇
閉
駆
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鴎
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酬
妬
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豹
如
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豹
諏
如
調
“
弼
諏
仙
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記
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第53表は1967年における調査結果である。これによると３枚程度の摘葉でも対照区に比べて

相当の影響があり，１か月早いとなおその影響は大きい。また同一結果枝でも，果実との遠近

によって差異があり，果実近くの摘葉が肥大量では大きいが１果平均重では少なくなってい

る。

要するに１結果枝葉の３枚程度摘葉をしたのみで，以上のような結果が現れた。従って１樹

についてみればかなりの影響があり，逆にいえば果実を除くことは，他の果実の肥大にかなり

影響し，肥大や果汁の充実に重要な役割を果たしているわけである。

第31表摘葉と
ロ
叩 質

|金願’ｒ９１
冒呆墓の鳶｜摘葉後葉数｜童 登用ロ

192.851.5477.9075.9472.9567.4059.9551.7446.36|㈱単’

クエン酸｜ ’

闇巳四

第32表摘葉と果実肥大

童
1果平均果

摘葉後葉数
結果枝の平
均葉数

9４１７７－９［ヲ-９５１６７．４Ⅲ７２５

均

ｉｖ摘葉が果実の肥大および品質に及ぼす影響について

第51表および第32表は摘葉による果実の肥大を調査したものである。摘葉区は結果枝が長

く，摘葉前の葉数も多いことから，当然果実は大きくなっている。しかし横径の肥大量は，摘

葉によって抑制されており，摘葉は果実肥大にかなり影響があるものと思われる。

また品質については，摘葉によって全糖含量が減少し，それと同時に酸含量も減少してい

る。

長
rcmE）

結果枝の平

第33表摘葉と果実肥大

(時期Ｆ＝1.48位置Ｆ＝0.98いづれも有意差なし）

－２６－

５枚摘葉 8.23 6.8 1.8 214.9 6.85 2.086

２枚摘葉 6.58 5.6 ろ.６ 194.8 7.01 2.178

標準 5.85 5.3 ５．３ 192.8 ６．８８ 2.186

測定日 7/４ 7/1７ 7/2７ 8/1８ 8/3０ 9/７ 9/2７ 10/1８ 11/４ 11/2９
肥大量
(麺）

１果平

亨,芋
時

期

7/４

８/４

対照

22.18

22.58

21.52

29.83

31.21

30.86

55.49

36.81

35.84

46.04

47.43

47.29

50.23

51.48

51.42

52.56

55.81

53.69

55.04

56.26

56.69

64.01

64.85

65.42

69.32

70.77

71.17

75.77

77.6［

78.17

53.59

55.匹

56.6Ｅ

175.2

179.7

184.9

位
置

果実近く

枝近く

22.78

24.31

30.98

33･2２

36.22

36.70

48.47

48.17

53.15

55.11

55.97

55.81

60.15

60.12

68.17

68.17

75.23

73.42

79.64

78.94

56.86

54.65

193.7

195.3

8/1６ 8/5１ 9/1９ 10/1１ 10/5１ 11/2１ 12/９ 肥大量
１果
平均重

5枚摘葉
側WＩ

49.65 54.60 62.76 70.32 75.44 79.64 79.81 30.16
’

214.9

2枚摘葉 47.72 51.88 60.98 68.97 75.62 77.18 77.8Ｃ 30.08 194.8



（３）摘要

伊予柑の適正な結果量と摘果が樹体内栄養および品質におよぼす影響を知るため，’966年と

↓967年の２か年間同一樹を使用して調査した。

品質のよい果実を連年多量に結実さすためには，葉果比を80～90枚に’果とすることが必要
である。

貯蔵中の伊予柑果の品質は，葉果比の高いほどよい傾向がみられた。

果重と品質の関係は，種々の要素が関係しており，今回の調査ではこれを明かにすることは

できなかった。

摘果による無機要素の影響は，窒素では７０：１果区が高く85：１果区が低く，全糖では採果

後葉果比の高いほど高く，石灰はつねに葉果比の低いほど高い傾向にあったが，苦土はこれと

反対の傾向を示した。加里は着果期間は葉果比の高いほど高く，採果後は反対であった。

果実の肥大に対する摘葉の影響は大きく，とくに果実に近い葉を早い時期に数多くとるほ

ど，肥大が悪かった。

Ⅲ－４伊予柑の収穫適期に関する鯛査

（１）調査 目的

伊予柑の採収時期は，１２月下旬から１月上旬といわれているが，一般には12月末までに終っ

ているのが普通である。これは上記期間中の寒害あるいは盗難などをさけることが理由のよう

である。また貯蔵したのち販売するため，よく充実した果実であれば，貯蔵中の着色もよい。

温州蜜柑について収穫時期の早晩と翌年の花つきとの間には相関の高いことが実験的に証明さ
1の

れている。したがって果実の大きＩ,､伊予柑は翌年の影響も一層大きいものと思われる。しかし

われわれは労働力配分の点から，１月中旬に採収することの可能性を考え，１１本の樹について

果実および樹体栄養の点から収穫時期を決める方法を求めるため，収穫時期を遅らせた場合の

調査を行った。

（２）材料および方法

調査に使用した伊予柑樹は，前述の園に栽植した樹である。調査本数は１区５本で５連とし

計９本を使用した。別に参考資料とするため，２月２日に採収を行なう２本を準備した。

採収時期は12月22日と１月６日，１月20日の５回に分けた。

果汁の分析は1967年の３月23日に，１樹あたり20果について行なった。分析方法は前述のと

おりである。また着果率および葉分析についても前述と同様の方法で行なった。

（３）結果および考察

ｉ採収時期と収量および品質との関係について

採収時期をことにした場合の収量および品質との関係は，第34表のとおりである。これによ

れば５か年の収量ののびは，１２月22日と１月６日では15.1kgで同量であり，増加比率も12月２２

日が11％多いにとどまった。

翌年の着花率は12月22日と１月６日では大差なく，１月20日の方がやや高い傾向が承られ

た。着果率については，１月６日の２番樹が枝折れのため調査不能で，平均値は最低であっ

た。しかし１月20日は12月22日より高く，明らかな関係はみられなかった。

一方品質の点からみれば，２月２日は〃す上がり〃して最低になった。しかし１月20日まで

は外観的には，何ら変化がみられず，遅れるほど着色は濃厚になった。

また可溶性固形物については，おくれるほど高い傾向にあり，とくに２月２日は高かった。

－ ２ ７ －



－２８－

採収時期別酸含量Ｆ＝10.89＞6.94（0.05）

可溶性固形物Ｆ＝5.8

採収時期別収量Ｆ＝11.95＞6.94（0.05）

なお当時の気象条件は，第35表のとおりで，比較的低温の年であった。

第35表採収 時期における気温

クエン酸含量はおくれるほど減少しており，１月20日以降はかなり少なくなっていた。

以上糖と酸の含量について，収穫時期をみた場合，必ずしも年内に採収する必要はないもの

と思われる。

第34表採収時期と結実および品質

最 高 最低 午前９時 天候 最高 最低 午前９時 天候
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ｉｉ採収時期と葉内無機要素および全糖との関係について

採収時期をことにした場合の葉分析の結果は第５図のとおりである。

窒素については，４月７日採葉において，１２月22日採収区が高かった程度で，あまり大差は

ない。

燐酸については，採収後次第に減少し，ついで２月24日頃より増加し，とくに３月15日採葉

においては，１月20日採収区が高かった。

加里は１月20日採葉において，１月20日採収区が高く，１月６日採収区がもっとも低い。

石灰は前期が高く後期が低いが，とくにその差は12月22日と１月６日採収区の両区が大き

い。

苦土は１月20日採収区が低く，１月６日採収区が高い傾向がみえた。

全糖は第１回採収直後12月22日採収区がやや高い程度であるが，２月24日に葉分析した結果

は，相当差があり，１月６日と１月20日の採収区はともに少なく，この両区間にあまり差はな

い。また５月15日に採葉した場合も同様であり，早く採収したほど全糖含量は高くなっている

が，４月７日の採葉になると，その差は少なくなっている。

以上のことから，無機要素については，あまり大きい動きはない。しかし全糖については，

早く採収したほど冬期の糖含量は高いことがうかがえる。このことが樹勢回復による冬期の寒

害防止につながっている。

（４）摘要

伊予柑の採収時期を1966年の12月22日と1967年の１月６日，１月20日，２月２日の４回に分

けて採収し，収量および翌年の花つき，品質，葉内要素などを調査した。

品質については，可溶性固形物は有意な差は認められなかったが，酸含量については，有意

な差があった。しかし参考資料として，２月２日に採収した果実は，〃す上が〃って商品価値

が著しく低くなったα

葉内無機要素はあまり差はなかったが，糖含量には差がみられた。

以上の結果，採収は１月中頃までに行なえば，品質や花つきに影響はないが，糖含量は冬期

に低いので，防寒が必要である。
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Ⅳ 総 摘要

伊予柑の結実および品質の向上をはかるため，1965～1967年の３か年にわたって，枝葉，果

実，花などの基礎的な調査を行なった。

結果枝は長大なほどよく，そのためには，長大な充実した，結果母枝をもつことが必要であ

る。結果枝の充実度は，前年の冬期の栄養状態で決定されるものと思われる。すなわち連年結

果しない枝は，葉内窒素含量は高いが全糖は低い。また連年よく結実する枝葉は，窒素がやや

低く，全糖が高い傾向にある。

伊予柑は不完全花が多く，とくに樹勢の悪い樹はいちじるしい。完全花の発生を多くするに

は，分化の早い有葉花を多くする必要がある。

ホルモン剤散布による落果防止には有意な差は認められなかった。しかし一部には散布が果

実の肥大や新葉の充実による落果防止に影響していることが罷められた。

温州蜜柑に比べてみかけの同化量は多い傾向があるが，多少の乾燥など不良条件には，敏感

に影響するようである。

マシン油乳剤の散布は蒸散を促進し，落葉を助長する傾向にあった。しかしホルモン剤の散

布については，有意な差は認められないが，落葉の防止にやや役立つ傾向がみえた。

果実収量からみた葉果比は，７０～80枚あればよい。しかし増葉の点を考えると80～90枚が必

要で，110枚以上は摘果によるマイナスの面がある。また果実肥大の点からも，８０～90枚が妥

当のように思われた。

葉果比と貯蔵中の品質についてはヅ葉果比の高いほど，糖酸含量が減少しにくく，品質的に

はよい。

葉果比の差は葉内の全糖と加里含量に現れていた。すなわち全糖は採収前後より葉果比の高

い方が高く，加里は低い方が高い傾向にあった。

摘果を反対の立場からみるため，摘葉を行なった結果，葉果比の高いことは重要であるが，

それ以上に果実近くの葉の多いこと，つまり落葉の防止と着果枝の着葉数の多いことが重要で

あることが判った。

採収時期については，年内採収が大部分であるが，調査結果からすれば，１月上中旬までで

あれば，品質・樹勢・着花などに対する悪影響はみられなかった。しかし葉内全糖は，早く採

収したほど多い傾向がみられた。
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